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１．「エチュード」ってナニ？

皆さんはじめまして。今月から本稿

を担当することになった知的財産の

「伝説の名
マ エ ス ト ロ

指揮者（？）」こと弁理士の

中川淨
きよむね

宗です。隔月で連載していきま

すので、よろしくお願いします。

さて、この「知財マスターへのエ

チュード♪」では、これまで知的財産

には縁がなかったけれど、きっと何か

のきっかけでこのステージに立たれた

のであろう知財ビギナーの皆さんが、

この世界の「名
マ ス タ ー

演奏家」として知財の

名曲たちを軽く弾きこなしていけるよ

うに、「練
エ チ ュ ー ド

習曲」を提供していきたい

と考えています。

本来ならば、複雑で交響曲のように

重厚な知的財産に関する判例・事件・

トピックを、簡単で明瞭な練習曲のよ

うにアレンジしてお届けするのが本稿

の基本コンセプトです。

しかし、いくら練習曲でも「楽譜」

が読めなければ演奏できません。そこ

でLesson１では、知財の楽譜ともい

うべき「判例」について、その読み方

のポイントなどを伝授します。

２．「判例」ってナニ?

早速ですが、「判例」は知的財産に

限らず、法律の世界ではよく耳にする

用語です。しかし、そもそも判例とは

何でしょうか？

一般に判例とは、これ以降の基準と

なる先例として位置づけられる判決の

ことをいいます。

もちろん、日本には多くの裁判所が

あり、日々多くの判決が下されていま

すが、「判例」に位置づけられる判決

とはどのようなものでしょうか？

通常、判例とは、最上級の裁判所で

ある最高裁判所の判決のことであっ

て、「最高裁判所判例集」に収録され

た判決のことをいいます。

もっとも、高等裁判所や地方裁判所

といった下級裁判所の判決が判例とし

て位置づけられることが全くないとい

うわけではありません。

以上をまとめると、下級裁判所より

も上級裁判所の判決が、１回だけ示さ

れた判決よりも何回も繰り返し確認さ

れた判決のほうが判例としての位置づ

けが高いといえるでしょう。

次に、判例の果たしている「役割」

について解説します。例えば、Ｘとい

う事件についてＡという条文を解釈適

用してＹという判決が下され、判決Ｙ

が判例として位置づけられたならば、

その後にＸ́という類似の事件が起き

た場合、条文Ａを判決Ｙと同様に解釈

適用して、類似の判決Ｙ́が下される

ことになるでしょう。

もう少し詳しく解説します。実は判

例には２つの大きな役割があります。

①  判例によって、どういう行為を

すれば、どういう結果になるの

かを予測することができる。

例えば、人間を手術する方法のよう

な“医療行為に関する発明”には特許

を与えないとした特許庁の判断を支持

した判例が存在します（東京高等裁判

所平成14年４月11日判決）。

ということは、私たちが医療行為に

ついてどんなに頑張って出願したとし

ても、特許を取得するのは難しいとい

う結果を予測できるのです。知財実務

者にとって、判例が重要だといわれる

理由の一つがコレです。そして……、

ブータン知的財産部庁舎全景

Lesson1：判例の読み方
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②  判例によって、条文の持つ意味

内容が具体的に明らかになる。

これはどういう意味かというと、例

えば、特許を取得するには、さまざま

な要件を満たさなければなりません

が、そのうちの一つに「産業上利用す

ることができる発明」でなければなら

ないという要件があります（特許法

29条１項柱書）。

しかし、「産業上利用することがで

きる発明」とは具体的に何でしょう？

条文を読んだだけではチンプンカン

プンで、『法令集』をいくら読んでも、

具体的な答えは出てきません。

ここで、「判例」の登場です。

先ほど述べたように、医療行為に関

する発明は、産業上利用することがで

きる発明には当たらないと判断した判

例がありましたね。

そうすると、産業上利用することが

できる発明には、少なくとも医療行為

に関する発明は含まれないのだという

条文の持つ意味内容が具体的に明らか

になるわけです。これも判例が重要だ

といわれる理由です。

つまり、判例を理解すれば、「結果」

を予測できる。また、条文の具体的な

「意味」が分かる……。

さぁ、どうですか？　もう、判例を

利用しない手はないですよね。

灰色にくすんでいた判例を読む意義

が急にバラ色に輝いてきたような気が

しませんか！　（無理やり？）

３． 知財訴訟の「流れ」♪

とはいうものの、知財ビギナーに

とって判例は取っ付きにくいもので

す。いくつか原因が考えられますが、

まずは訴訟の「流れ」がイマイチ分か

りづらいことが挙げられるでしょう。

日本の裁判は、大まかに「民事裁判」

「行政裁判」「刑事裁判」の３種類があ

りますが、今回は最も多くの判例があ

る民事裁判を例に挙げて訴訟の流れを

ごく簡単にお話ししたいと思います。

例えば、Ｘ社が、爪先部分の布地を

二重にすることで爪先に穴が開きにく

い靴下αの発明について特許権Ａを取

得していました（実際にはこの内容で

の特許取得は無理でしょうが……）。

ところが、Ｘ社のライバル企業であ

るＹ社が、靴下全体の布地を二重にし

て靴下全体に穴が開きにくい靴下ά

を製造し、販売を開始しました。

これを知ったＸ社は、靴下άが自

社の特許権Ａを侵害するものと考え、

とにかくＹ社との間で話し合いの場を

設けようとしましたが、Ｙ社は一向に

話し合いに応じません。

Ｘ社は、このままでは埒
らち

が明かない

ので、Ｙ社に対して、特許権Ａに基づ

いて、靴下άの製造および販売をや

めること、Ｘ社の被った損害を賠償す

ることを求めて、裁判所に訴訟を提起

することにしました。

Ｘ社（原告）vs Ｙ社（被告）の訴

訟の流れは下図のとおり。各段階につ

いて簡単に説明していきましょう。

① 訴えの提起

Ｘ社は、裁判所に訴状を提出するこ

とにより、訴えを提起します。

② 訴状の審査

裁判所は、Ｘ社の訴状が形式にのっ

とっているか否かを点検します。

民事訴訟の流れ
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③ 訴状の送達

裁判所は、Ｙ社に対して、Ｘ社が提

出した訴状の副本と第一回口頭弁論の

呼び出し状を送ります。

④ 第一回口頭弁論

裁判所において、Ｘ社が訴状を読み

上げるとともに、Ｙ社も答弁書を読み

上げます。

⑤ 争点整理手続き

裁判所は、Ｘ社とＹ社が何を争って

いるのか、Ｘ社とＹ社にはそれぞれど

んな証拠があるのかを整理します。

⑥ 証拠調べ

裁判所は、Ｘ社とＹ社から提出され

た証拠の取り調べ、関係者の尋問、鑑

定意見の聴取などを執り行います。

⑦ 口頭弁論の終結

裁判所は、Ｘ社とＹ社の主張と立証

が十分に行われ、判決を下せる状態に

なった場合、口頭弁論を終了し、判決

を言い渡す期日を指定します。

⑧ 判決の言い渡し

裁判所が、判決の言い渡しを行うこ

とで、判決に効力が生じます。

⑨ 判決書の送達

裁判所が、Ｘ社とＹ社に判決書を送

達します。これにて裁判所におけるＸ

社 vs Ｙ社の訴訟は終了です。

さて、裁判所は一体どのような判決

を下したのでしょうか？　気になって

夜も眠れなくなりそうですが、それは

さて置き、民事訴訟の「流れ」は、だ

いたい以上のような流れになります。

４． 判決文の構成♪

さて、知財ビギナーが、判例に取っ

付きにくい２つ目の原因として、判決

文の「構成」がイマイチ分かりづらい

ことも挙げられるでしょう。

しかし、判決文の基本的な構成パ

ターンを覚えてしまえば、あとは応用

ですから、どんなに長文で難解な判決

文でも難なく読みこなせるハズです。

それでは、先ほどの「二重靴下特許侵

害事件」の判決文で解説していきます。

主文

１　 被告は、靴下άの製造および販
売を行ってはならない。

２　 被告は、原告に対し、金1000
万円を支払え。

３　訴訟費用は、被告の負担とする。

「主文」とは、訴えに対する裁判所

の受け答えの結論のことです。

事実及び理由
第１　請求

主文と同旨

「事実」とは、原告の請求を記載す

るとともに、主文が正当であることを

示すのに必要な原告と被告の主張の要

点のことです。

「理由」とは、事実について裁判所

が抱いた心証と法律を適用すること

で、どのように主文の結論を導いたの

か、そのプロセスを述べたものです。

「請求」とは、原告が裁判所に審理

判断を求める権利主張のことです。

どうやらＸ社は、主文と同じ内容の

権利主張を行い、その主張が全面的に

認められたようですね（ほっ ）。

第２　事案の概要

　本件は、原告が特許権Ａに基づい
て、被告Ｙに対し、靴下άの製造お
よび販売の差し止め、ならびに損害
賠償を求めた事案である。
１　争いのない事実
　原告は、平成○年○月○日以降、
特許権Ａを保有している。
　被告は、平成○年○月○日以降、
靴下άの製造および販売を行って 
いる。
２　争点
　靴下άは、特許権Ａの権利範囲に
含まれるかどうか。

（被告の主張）
　靴下άは、靴下全体の布地を二重
にすることで、靴下全体に穴が開き
にくくなったものであるから、特許
権Ａの権利範囲には含まれない。

（原告の主張）
　靴下全体の布地が二重であれば、
爪先の布地も二重であり、また、よっ
て、靴下全体に穴が開きにくくなっ
たのであれば、爪先も穴が開きにく
い。靴下άは、特許権Ａの権利範囲
に含まれる。

「事案の概要」では、裁判所が原告

と被告の間に争いのある点と争いのな

い点を整理し、事実関係を整理してい

きます。
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第３　争点に対する判断

１　 特許権の侵害とは、特許発明を
第三者が製造・販売等すること
をいう。

２　 原告は、平成○年○月○日以降、
特許権Ａを保有しており、被告
は、平成○年○月○日以降、靴
下άの製造および販売を行って
いることには、当事者間に争い
はない。

３　 また、証拠によれば、靴下άは、
靴下全体の布地が二重であるこ
とが認められる。

４　 靴下全体の布地が二重であれ
ば、靴下の一部である爪先の布
地も二重であることが認めら
れ、靴下全体に穴が開きにくけ
れば、靴下の一部である爪先も
同様であることが認められる。
したがって、靴下άは、特許権
Ａの権利範囲に含まれる。

５　 以上より、原告の主張は理由が
あるからこれを認め、訴訟費用
の負担については民事訴訟法を
適用して、主文のとおり判決す
る。

「争点に対する判断」では、原告と

被告が争っている事柄について、裁判

所がどのように判断して結論に至った

のかを示しています。

ここまで、よろしいでしょうか？

「だったら、踵
かかと

を二重にしたら……」

といったことは、鋭いご指摘ですが、

考えないでください（笑）。あくまで

も、判決文の「構造」をご理解いただく

ためのフィクションにすぎません。

５． 読みこなすポイントと実務♪

それでは、分かりにくい判決文を分

かりやすく読むために、①～③のポイ

ントについてお話ししましょう。

①  どういった事柄について判断さ

れた判決なのか、まずは、その

訴訟の「争点」をシッカリと把

握すること。

先ほどの「二重靴下特許侵害事件」

の争点は、靴下άが特許権Ａの権利

範囲に含まれるかどうかでした。

②  「法的三段論法」を念頭に置いて

判決文を読むこと。

そもそも判決とは、「規範定立」→「当

てはめ」→「結論」の順序で書かれて

いるのです。

「二重靴下特許侵害事件」の「規範」

とは、特許権の侵害とは何かの定義、

「当てはめ」は、Ｙ社が特許権Ａの権

利範囲に含まれる靴下άを製造・販

売していること、「結論」はＹ社によ

る靴下άの製造・販売が特許権Ａを

侵害することだったわけです。

③  判決文のどこに「先例的な意義」、

つまり、「判例」となる要素があ

るのかを探すこと。

これは少し高度なテクニックです

が、従来の判決と同様の枠組みで判断

している判決なのか、それとも従来の

判決とは異なる枠組みで判断している

のか検討してみましょう。

もし後者であれば、皆さんが新たな

「判例」を見いだしたことになります。

それでは、判例を知的財産の実務に

どのように活かしていくことができる

のか――。皆さんが、知的財産の実務

において法律的に分からないことが

あったとき、もし、条文にハッキリと

した答えがなければ、ぜひ、類似事件

の判例を探してみてください。

これまでに蓄積されてきた判例の中

に、類似事件の判例が全くないハズは

ありません。これを見つければ、答え

が出たのも同然です。実務において、

これからとるべき行動の「指針」を手

に入れたことになるからです。

それでは、どうやって類似事件の判

例を見つけるか――、その具体的な手

法も本稿で解説していく予定です。

それから、「判決文は理解するのが

難しい！」という根本的な問題があり

ます。これにはある程度の慣れが必要

ですが、難解な判決文を理解するテク

ニックも本稿で紹介していきます。

それでは今回の「判例の読み方」の

レッスンはここまでにしておきましょ

う。皆さんお疲れさまでした。
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